


潜航の様子,観察結果のことを記す前に,少 し

深海水艇について記 しておこう。軍用の潜水艦の

潜航深度は 100～ 2002,最大深度でも1,000m

に達しない。船体に加わる水圧も通常10～ 20々g/

翻,最高100々g/翻以下である。潜水,浮上は艦

内の気室に水を入れたり,こ ゝに圧縮空気を送っ

て,水を排除することによって行ったので充分間

に合う。戦争では金に糸目をつけないから,大き

な図体の船を作ることも可能である。

潜水作業後浮上して母船の甲板に

ひきあげられるノーチール

潜水深度が 6,000mと なると,艇に加わる圧力

は600カ g/梯 ,潜水艦の場合の10倍近くになる。

調査が目的である深海艇に莫大な運航費がかかる

ような艦は困る。地形が複雑な所でも自由に動き

まわれる事が必要である。このような考えで,シ

アナ (Cyana, 仏,3,00077b級 ),ア ルヴィン

(Alvin, 米, 4,0002級 ), しんかい 2,000(日 ,

2,000π )な ど,最近の15年間に建造された,観

測を主目的とする深海艇は,いずれも20t前後の

ものである。1960年 頃活躍 していた 10,000π 級

潜水艇アルシメー ド(Archim6de,仏 )が 120tの

巨体で,一 日作業 したら,丸二日電池を充電 しな

ければならなかったものに較べると雲泥の相違で

ある。そのくせ当時も今も,乗 りこむ人の数 (正

副操縦士と観測者の計 3人 )も ,人 と測定器械が

入る居住球 (直径 2π前後)の大きさも同じであ

る。重量を小さくし,作業能率の向上をはかるこ

とができたのは,物質科学の進歩のお陰なのであ

る。第一にあげることができるのは,高圧下でも

つぶれてしまはない軽量材 (プ ラスチックとガラ

ス小球の複合材)が出現 し,艇に浮力を与えるた

めに使えるようになったことである。第二には,

電動機,蓄電池等をシリコンオイル浸けにするこ

とにより,海水との電気的絶縁を実現することが

できるようになったため, これらの機器を頑丈な

箱に入れず,肉薄のプラスティックケースに収納

しただけでよくなった事である。これらのケース

のシリコンオイルの表面は海水と接 し,ケ ースの

内外の圧力が等 しくなっているからである。

ノーチールの場合に採用された最 も画期的な進

歩は,居住球にチタン合金を使用 したことである。

坑張力が高張力綱に優るとも,劣 らず, しかも比

重は綱の 1/2で あるうえ,化学耐性 もよく,海

水中で使用するには持って来いの物質である。又

標本を採取 したり,観測l機器を海底に設置するの

に必要なマニピュレーター (ロ ボットの腕)は軽

いグラファイ トファイバーを主材料とする複合材

である。 (も っとも, 2基あるマニピュレーター

のうち 1基は今回の活動に間に合わず,従来の金

属製のものが使われた)。 また装甲外板は,ガラ

スファイバーの入ったプラスティック板である。

このような工夫で,ノ ーチールはその到達深度に

も拘 らず自重18t強である。

私が潜航 した所は,フ ィリッピン海プレートが

日本の下に向って沈みこむことによって生 じてい

る南海 トラフの北東端に近い所である。昨年 6月

に 3週間,私達日仏両国の研究者18人 は,九州日

向沖から,南海 トラフ沿いに,四国沖,紀伊半島

沖,そ して遠州灘沖の要所要所の海底を水上から

砥めるようにして調べた。この時には私達は観測

船ジャンシャルコ号 (Jean CharcOt 2,200t)

に乗 りこみ,こ の船に塔載されている,多重音東

測深儀 (シ ービーム)を駆使して,縮尺1/25,000

および1/100,000の海底地形図を作った。これ

と同時に船尾ウォーターガンを曳行,10秒 に 1回

の割で発砲 し弾性波による地下探査を行い,総計

約 100本余りの海底地質断面 (各測線の長さは約
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60肺)を作った。また地磁気異常と重力もこれら

の測線沿いに行った。これらの測定結果は船上の

コンピューターからそれぞれ図面の形で時々刻々

出力されるので,昼夜連続 3交代で,そ のデータ

ーを解釈 した。

昨年のこの調査自体,今まで,概念的にしか把

握されていなかった海洋プレー トの陸地の下への

沈みこみと言う現象を,非常な現実性を持った形

で理解できるようにする役を果すものであった。

特に私が参加 した第一航海の後,引続いて行われ

た,第二,第二航海で行われた調査結果も併せる

と,日 本の大平洋側で起っている海洋プレー トの

沈みこみの全貌を手にとるように見せるものが出

来たといっても決 して誇張ではないと思う。

海上からの調査はそれにしても,あ くまで間接

的なものである。早い話,昨年,弾性波探査で得

られた地質構造断面図は,断層,招曲などの存在

を教えて呉れるが,地質を構成 している岩石がど

ういうものであるかについてはあまり多くを語っ

ていない。海底の表面から下の深い部分は見 られ

ないにせよ,海底面と,その下の比較的浅い部分

の岩石は何であるかを知る事は大切である。また

昨年の結果は詳細であると言うものの,表現され

ているものは,肺単位の尺度で しか論 じられない

ものである。海底表面で観察される地質が昨年大

尺度で見 られたことを支持するようなものである

か,確めてみることも必要である。そのための仕

事が今年の潜水なのである。

陸上の地質調査でも同じであるが,岩石が土や

草の下にかくれている所では何もできない。海底

では,深 く切 りこんだ海底谷とよばれる谷や傾斜

の急な崖又は斜面でなければ,ま ず岩石の露出は

ないと思ってよい。海底は陸上と異 り,そ う簡単

に歩きまわれない。 1回の潜航で調べ られる距離

はせいぜいlo輛内外である (ノ ーチールの航行速

度は最大2ノ ット, 3.6肺/h)。  1回の潜航に

かかる諸経費約 1千万円を考えると,潜航 したら

必ず何かの知見が得られる所を選ばなければなら

ない。

昨年の資料を, 日仏両国に持ち帰 り夫々検討 し,

双方 2回 にわたって集り,協議 した結果,私達が

受持った海域では,遠洲灘沖を調べるのが最も収

穫大であると言 う結論に達 したのである。

この海域には,天竜川の延長方向に,深い谷が

蛇行 し乍 ら切 りこんでいる。文句なく天竜海底谷

および, この谷と南海 トラフの出合いの部分が一

つの調査対象に選ばれた。第 2の 目標として,私

達は南海 トラフの軸部から約30肺南東 (即 ち海洋

側)に約 1,000π のもり上 りを見せている銭洲海

嶺とよばれる小山塊を選んだ。昨年の調査結果は,

この海嶺は,沈むフィリッピン海プレー トの後方

に断層を生 じ,陸に近い側が持ちあげられている

ために形成されたものと考えられることを示 して

いた。更に,弾性波探査はこ のゝ南東斜面には,

海洋地殻が断層のためもちあがり,海底に露出し

ているかも知れないことも示唆していた。普通の

所では,海洋地殻の上にはプレー トの何千万年 も

の長旅の間に積った堆積物にか くれて見えなくな

っている。

前おきばかり長 くなって しまった。海底の調査

には,調査llh点 の選定がどれ程重要で,何故潜航

して調べねばならないのか,お解り頂ければ幸で

ある。以下日記風に潜航の様子を記すことにしよう。

6月 5日 朝,目がさめる。船窓から早朝の陽が

さしこんでいる。時計は 6時,下の寝床にいるル

ピション (X.Lepichonパ リ大学教授)を起さ

ないようにそっと床に立つ。静かだ。何時もなら,

早朝から,技官達は深海艇の航行位置の決定のた

めに必要な トランスポンダー (音響応答ブイ)を

海底に 3基設置するため働き出すのだが, 2日 前

に設置 してあるので今朝はまだ静かだ。今日は私

の番だ。シャワーを浴びに廊下に出る。海風が′とヽ

地よく顔をなでる。 7時朝食。水を飲まない方が

潜航中困ることが少いので,パ ンにバター, ジャ

ムをつけて何とかたべる。そうこうしているうち,

ルピションが起きて来る。昨日は彼が潜った。何

時も皆の気分をひきたてるような爽やかさで朝食

をとる彼だが,今 日は殊のほか屈託ない顔をして
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いる。果すべき大役の一つをすませたからか。

今日の潜航コースを記入してある地形図のコピ

ーをラルマン (S.Lallemandパ リ大学博士コー

ス)が整えて呉れる。無口だが,誠実に皆のこと

を思って種々よく支度 してくれる人物である。こ

の図は,艇内で拡げるには大きすぎる。縮小コピ

ーを作 り,私が腹這いになって陣取る観測窓の脇

におくことにする。船橋に行き,ゼ ロックスで縮

小コピーを作る。潜航指令室に行き, こ のヽ地形

図と私の地形図を同じ升目に分割 して,その各々

に番号をつける。潜航中はこゝから現在位置を私

達に知 らせて呉れるのだが,こ の前の経験で,案

外,通報と地図とを対照するのに時間がかかるこ

とが解ったから,升目の番号で教えてもらうこと

にする。 t今 日の所に露頭があって呉れますよう

に。"銭洲海嶺東南斜面に行けば面白いものが見

れると,は じめのうちは思っていたが,段々自信

がなくなる。斜面の傾斜が案外ゆるいことを昨夜

になって気付いたからである。

9時をすぎるが一向に仕度が整った様子がない。

とに角, もうじきだと思って,着更える。潜航中

2,000π 位をすぎると,水温は 1° 内外になって ,

暖房のない艇内温度は, 3人の体温と,測定機が

出す熱で,摂氏数度を保つのがやっととなる。船

上では日向の気温は30℃近い。アノラックを着 ,

潜航時の制服になっているコンビネーションを着

る。汗がたちまち吹いて来る。足が冷えるから靴

下を 2枚 はけとルピション。尤もだと,言 う通 り

にする。今日の操縦士はシロース (Sirone),プ

ェル トリコでも彼と組んだ。10時 30分, "ぼつぼ

つ乗るぞ "と 言われ,甲板後部へ。乗 り込む前に

なって,よ うやく,出発がおくれたのは トランス

ポンダーの一つが全然応答せず,種々回復させよ

うと試みていたためと知る。今日の潜航では 2つ

の トランスポンダーと艇からの信号で位置決定を

行うから,出来るだけ,潜航方向を変えぬように

して呉れと言われる。又潜航の終りに時間があっ

たら,こ の故障 した トランスポンダーの所に行っ

て, これを浮上させて欲 しい旨言われる。

いよいよ乗込む。出発する当人は,支度で忙 し

いが,甲板で出発を見送る側は全く単調なので ,

あまり出て来ない。皆は昼食に行ったのであろう。

甲板で艇にのりこむ。着底までは,なすべき仕事

がないから,私の席に,座位でいてもよいのだが ,

座 り心地があまりよくない。結局腹這う。ハッチ

が閉められる。暑い。やがて私達をのせた艇は台

車と共に,艇尾にひき出される。

艇は, クレーンで宙吊りになる。仲々眺めがい

い。と思う間もなく,水面が日前に迫った。着水

である。潜水係が,と びこんで来て宙吊りになっ

た時横ゆれを防ぐ役目をしていたロープを外す。

シローヌは,バ ランス トタンクに海水を導入させ

る。艇は毎分50mの速さで沈み始める。深度 100,

200,… 海水層を通って来る光は紺青で美 しい。

段々暗 くなり,やがて真暗になる。持ちこんだサ

ンドウィッチを食べる。 1時間半程で着底。水深

4,200π 。母船からの通信で,沈降中に,艇は潮

流で予定着地点より約 2節 も南に流されているこ

とを知る。昨日の潜航 も同様で,海底まで結構流

れが強く,今まで言われていることと様子が異る

ことに気付 く。

着底点は銭洲海嶺の裾野に拡る平野の上である。

290～ 300° 方向に進みたいが,そ のためには船

首を 360° 前後に合わせると海流との合力方向が

丁度よい方向に向う。

この水域は意外にも砂っぱい堆積物で覆われ ,

半遠洋性の泥っぱい堆積物と言う予想と異ってい

る。この標本を採ろうと思ったが,採泥用チュー

ブの把手が,マ ニピュレーターの強い握力でこわ

れてしまう。金属チューブでなかったことが悔ま

れる。

ライ トの光に照らし出される海底は仲々はっき

りしている。昨日ルピションが潜った,南海 トラ

フ中軸部と異り,こ この底質が砂質だから,泥煙

りがあがらないせいである。それにしても,予定

外の岩石の露出のない砂漠の横断は単調で敵はな

い。突然,底質が変った。目をこらして, じっと

見る。さし渡 し2～ 3 cllの 角のとがった岩片が一
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面に拡がっている。角ばっているから,遠 くから

運ばれたものではない。また岩片は泥に埋 もれて

いるようなものでなく,岩片と岩片の間には空間

がある。この石は,こ こに長い間存在 したもので

はない,と 思い乍 ら進む。

時々,自 い長い管状の動物だろうと思う生物が

その一端を海底に固定 して,流れの間に間に,ゆ

らりゆらりとまかせている。この管状生物のほか ,

岩ひばを貧弱にしたような,白 い海ゆりの一種 ,

いそぎんちゃく,細いやせこけたお星様のような

ひとでが時々目につく程度である。ごくまれに,

真紅のエビが視野を横切る。ゆでもしないのに,

こんなに紅いエビもいるもんだなとお、と思うが ,

私の思いは,石の方に行く。

深海底では,地上ではごく当り前の地形のわず

かな変化 も,構造地質学的に意味があると教えら

れているので,注意 してみるが,こ の砂漠を横切

るまでは,仕方がない,辛抱する。時々,さ っき

見たのと同じようなガレの散らばった原っぱを横

切る。ガレの大きさは,場所によって異る。時に

は 5～ 6卸位から10m位のものの時もある。一回

の潜航に 800駒分のカラーフィルムが深海カメラ

に装填されている。船上では,撮 っても撮 らなく

ても,現像するので,できるだけ撮ろうと思うが ,

こう単調では,仲々フラッシュのボタンを押す気

にもならない。 ビデオも着底以来ずっと撮ってい

る。日に映った事項は,声にさえすれば, 日許の

下方にあるマイクを通 して録音されるのだが, こ

れまた話すことに困る程単調である。

地上の調査なら,転石でも,手にとって何であ

るかをたしかめるのだが,それもできない。時々

停って参考までに,マ ニピュレーターで,岩片を

採取はするが,かなり軟い石と言うことは, これ

がつぶれ易いことから解るが,それ以上のことは

解 らない。とに角標本用バスケットに入れ,標本

を採ったこと,それをバスケットの何所に入れた

か,海上に連絡,記録 してもらう。標本をとる度

に15分から30分の時がたって しまう。

単調な窓外だが,何と気持のよい静寂だろう。

ライ トが照す光亡の先は暗黒であるが,その先は

無限。私の存在は,それに比 し何と小さいことか。

自分の存在など私の念頭から消えうせて,窓外に

展開される光景に吸収されている。

ものの 2時間もたったろうか,深度 4,200π の

前後 2～ 3π を示 し続けていた深度計が少 しづつ

小さい数字を示 し始める。水温は相変 らず 1.26

℃。日に映るものは相変らず砂混りの泥とガレで

あるが,ガ レの大きさが段々大きくなって来た。

銭洲海嶺は今でも,上昇 しており,上の方の岩石

がくずれ落ちているのだと思わせる。

やっと昨年の調査で,海嶺南東部を走る断層が

予想された位置にさしかかる。そう思って目をこ

らす。時折艇が海底から遠ざかる。早速シローヌ

に注意する。登り斜面で,前進すれば,海底面が

眼前に迫って来る所では,慣れた彼でも,本能的

に体を離す動作をするのは無理はない。 しかし 1

π海底との距離がお、えれば,途端に,は っきり物

が見えなくなるので,心を鬼にして彼に云う。

高さ50鍬位の石垣のような段が見えて来た。

は
あ やヽっぱり "。 岩をずばり庖丁で切ったよう

な岩肌が出て来た。表面は黒光 りしている。この

面の方向は ?。 船首の方位から, 060° 方 向 と読

むが,磁石を岩に当てて測ることに慣れてしまっ

ている私には,何 とも心許ない。艇をこの岩肌と

銭州海嶺東南斜面で見られた断層面。

その運動形態は判定できなか ったが ,

かなり垂直な断層で,こ の面の付近

の堆積物やガレの様子から,比較的

新しい断層と思われる。
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平行にしてもらって確認する。この岩肌の下には,

ガレがごろごろしている。やっと潜航目的にかな

った仕事が始った。標本もとる。写真もとる。漸

く忙 しくなって来る。水深は 4,000mを割って来

た。

この時から3時間,ガ レの原を横切ったり,種

類の異る地層が重っている地層を記述 し,測 った

り,時間はあっと言う間にすぎる。

“お―い,何をしている"と ルピションが呼び

出し始めた。時計は18時近い。無理もない。上で

は,成果があがることもさること乍 ら,無事であ

ることを祈っているのである。日早に,今見てい

ることを言う。 “ばつばつ上昇することを考えろ

よ "。 い
ダコール (d′ aCcord;了 解)"と 私。そ

の後月ヽ 1時間, "こ れを採ったら,何はともあれ

浮上にかからないと'と 言うシローヌに,頼みこ

んで,標本採集。

“これから浮上 します "。 との連絡終了後,積

んでいた約 ltのバラス ト (径 2m位の鉄小球)

を全部海底に投棄する。艇はあっと云う間に,海

底を離れる。マリーンスノーが窓外を流れる。吹

雪の中を走る夜行列車の窓の様な感 じである。

今日の仕事は終った。そう思ったら腹がへり,

又寒さが急に身にしみて来た。弁当の残 りを少 し

ずつたべる。でも,こ の寒さ,よ く今迄感 じなか

ったものだ。指先がかじかんで,感覚がうすれて

来る。腹ばいになるのを止めて,立てひざで席る。

球の内壁は,私達の呼気が凝結 してびっしょりぬ

れている。ソーダライムと塩化カルシュウムの層

を通 して空気を循環させ,水分,炭酸ガスを吸収

させ,毎分17′ の酸素を補給 しているが,こ の層

に入る前に壁に接 した空気中の水分は凝結 して し

まう。

少 し睡気を感 じ乍 ら, 3人で駄辮っているうち

に, 1,000π に達する。水上は夕暮なのか,行 く

時のうす明りは見えない。 300, 200, 100,50

…,やがて,艇はすごくゆれ始める。水面に浮上

して波にもまれだしたのである。

音波通信を,無線通信に切りかえたので,受信

は明瞭になり,交信に時間がかからず,通常の会

話になる。やがて窓に潜水衣姿のジャン・ ルイの

ひきしまった体が現われる。指で Vサ インを送っ

て呉れる。こっちは,フ ラッシュをたいて応ずる。

曳行のロープがかけられ,母船にどんどん引きよ

せ られる。ナディールの船尾が見えて来た。

艇は宙吊りになる。副操縦士のジャックは,気

内圧を少 しあげる。ハッチをあける前に内圧をあ

げ,ハ ッチのまわりの水を外にとばすためである。

ハッチが開 く。むっとした空気が入って来る。甲

板上の台車で甲板の奥に戻 り艇外に出る。ルピシ

ョンが近づいて来る。 “どうだった?"。 "砂漠

の横断には閉□したよ "。 “断層も見えたけれど,

逆断層か,正断層か一寸解 らなかった ", “早 く

夕飯をたべに行けよ "。

服を着更え,食堂に急 ぐ。明日は今日の潜水デ

ーターとヴィデオの検討で忙が しいことだろう。

数々の成果とエピソー ドに富んだ海溝計画の海

上,海底における調査は 8月 H日 に終った第 3航

海で終了 し,参カロしたメンバー達は日本で,ま た

フランスで,採取試料やデーターの解析,分析に

かかっている。来年東京で開かれる,海洋プレー

トの沈みこみに関する国際シンポジウムと,出版

される研究,調査報告集が学問的に進歩という階

段の一ステップを画すものとなるように。またこ

の計画を通 じて出来た何組かの研究チームが,こ

れを機に益々協力,友好の実をあげて呉れるよう

祈って止まない。また財政的にきびしい条件下に

ある日仏両国が,純粋に科学的なこの種の共同研

究の実現に努力を惜 しまず,実現に漕ぎつけられ

たことを感謝 して止まない。

潜水調査をしてから2月 たった。いろいろ思い

返 してみると, もう 1度潜って,調べ直してみた

いことが沢山ある。海外に出張するのと同じ位の

気易さで,潜航調査が行える日は何時来るだろう

か。案外早 く訪れて来るかも知れない。
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